
  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 1 

  

アクサ世界株式ファンド  

四半期レポート： 

2024年7－9月期の振り返り 

世界株式市場は、米国景気後退不安やテクノロジー銘柄への先

行き懸念を背景に一時下落、その後欧米では高値更新 

基準価額の推移 

アクサ世界株式ファンド（以下、「当ファンド」と言います。）の基準価額は2024年9月末に12,649円となり、今

年の年初来では17.9％上昇し、6月末と比較して7.7%下落しました。この下落の背景には、米国景気後退懸念やテ

クノロジー関連企業の業績先行き見通しに対する不安などの要因が挙げられます。また、円高も基準価格の下落に

影響しました。 

図表1: 基準価額の推移（設定日2021年10月29日-2024年9月末） 

 
※基準価額は、運用管理費用控除後のものです。 

※分配金込み基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額とは異なります。 

※基準価額は設定日前日を10,000円として計算しています。 
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世界の株式市場の振り返り  

世界の株式市場は、今年7月にテクノロジー関連企業の業績見通しに懸念が出たことや米国製造業の低迷で一時下

落したものの、その後は半導体関連企業の好業績や9月の米連邦準備制度理事会（FRB）の大幅利下げによって、

上昇に転じ、欧米市場では高値を更新する展開となりました。 

しかし、各市場の動きには、違いが見られました。 

米国では、製造業をめぐる景気後退懸念やテクノロジー関連企業の業績見通し不安などを原因として、一時大きく

株式市場が下落しました。しかし、インフレ率が市場予想を下回る水準となった事で利下げ期待が強まり、また、

FRBが9月に4年ぶりの利下げに踏み切ったことで、株式市場は再び高値を更新する動きになりました。 

欧州では、全般的には米国に比べやや経済活動が軟調ながら、景気後退懸念がやや後退してきました。一方、欧州

との経済関係が比較的強い中国の景気懸念から下落する局面が見られました。しかし、欧州中央銀行（ECB）が9

月に追加利下げを行い、景気重視の姿勢を示唆しました。また、中国政府の景気刺激策への期待も加わり、9月末

に向けて、高値を更新する動きになりました。 

日本では、日銀は7月末に予想外の追加利上げを行い、タカ派の姿勢を示しました。テクノロジー関連株式の下落

も加わって8月初旬に一時大きく下落しました。その後は株価に回復の動きが見られますが、世界の他市場に対し

て後れを取った形となりました。 

為替について、日銀が予想外の利下げに踏み切ったことで、急速に円高に転じました。 

図表2: 日米欧株式市場の推移（現地通貨建て:2023年9月末を100として指数化） 

 
出所：アクサIM、2024年9月末現在。 

米国株式市場：S&P500 (S&P500 Net Total Return Index、米ドル建) 

欧州株式市場：Stoxx600 (Stoxx600 Net Total Return Index、ユーロ建て) 

日本株式市場：Topix (Topix 配当込み指数、円建て） 
 

 

 

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

2023/9/30 2023/12/31 2024/3/31 2024/6/30 2024/9/30

米国株式市場

欧州株式市場

日本株式市場

2024年7月-9月期 



  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 3 

セクター動向  

セクター別にみると、不安定な相場の中で、投資先ファンドが投資した半導体関連を中心とするコミュニケーショ

ンサービス銘柄を中心に下落した一方、公益事業銘柄が上昇しました。 

     図表3: 当ファンドの投資先ファンドである外国投資信託のセクター配分（2024年9月末時点） 

セクター 構成比 

情報技術 32.7% 

ヘルスケア 17.7% 

金融 12.8% 

一般消費財・サービス 11.0 % 

資本財・サービス 8.7% 

コミュニケーション・サービス 5.2% 

公共事業 4.8% 

生活必需品 2.0% 

素材 1.7% 

不動産 1.4% 

エネルギー - 
 
 
 
 

市場の関心 

当期（7-9月期）に特に市場が関心を強めたことは、前四半

期と同様に、欧米の中央銀行の利下げや半導体関連銘柄に

関することや米国の景気の先行きについてでした。それ以

外にも、欧州を中心に中国政府の景気刺激策に関心が集ま

りました。 

市場ではテクノロジー関連銘柄、特に半導体関連銘柄につ

いて、米政府による対中半導体規制に対する懸念やマイク

ロソフトなど半導体関連銘柄の業績が市場予想を下回った

ことも重なって、半導体をはじめテクノロジー関連銘柄の

株価が8月初旬にかけて大きく調整する局面がありました。 

もう一つの関心である、米国の景気の先行きについて、製造業の回復の足取りは不安定ながら、サービス業や雇用

市場が堅調であり、これまで粘着的な動きを見せていたインフレも沈静化の動きが見られたことで、市場ではソフ

トランディング見通しがさらに強まりました。9月にFRBが利下げに踏み切ったこともこの見通しを強めることと

なりました。 

一方、中国政府は、不動産市場の低迷や弱い内需に苦しむ経済を刺激するため、9月に金利の引き下げを中心とし

た景気刺激策を発表し、また、財政政策を行うことも発表しました。これによって中国株式の下落にも歯止めがか

かりました。 

※企業への参照は例証のみを目的としており、個別銘柄への投資を推奨するものではありません。 

 

出所:アクサIM、2024年9月末 
※比率はアクサ・ワールド・ファンド・エヴォルヴィング・トレンズ(Ⅿシェアクラス)（本資料において、「外国投資信託」と言います。）の純資産
総額に対する割合です。 
※業種はGICS（世界産業分類基準）によるものです。 
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米国消費者物価、失業率と政策金利の動向

米国消費者物価指数前年同月比

米国FF金利（政策金利）

米国失業率

出所：米労働省、ブルームバーグ、アクサIM。2024年9月末現在
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今後の見通し 

世界株式の年内の見通しについて当社は依然として強気で、インフレの鈍化と基礎的利益の堅調な伸びが株式の支

援材料になるとみています。世界経済の減速リスクへの警戒は怠れませんが、中央銀行の断固とした金融政策措置

が経済のソフトランディングを支えています。加えて、中国当局による重要な政策措置も市場を支える可能性があ

ります。 

インフレ率の低下と世界経済の減速を背景として、魅力的な構造的成長を実現している企業のバリュエーションは

グロース株（成長株）が人気化するにつれて上昇するとみられます。当社はポートフォリオ内のバランスを保って

おり、堅調なフリーキャッシュフローの創出と持続的な利益成長を実現している「質の高い企業」に焦点を当てて

います。そして、投資先ファンドを通じて、このような不透明な環境の中にあってもこれまでと変わりなく、強力

なフリーキャッシュフロー創出を実現する高品質企業に重点を置き、ポートフォリオ内のバランス維持の継続を目

指します。 

当ファンドでは、人口動態の変化やテクノロジーの発展を原動力として、構造に変化を起こしながら、経済が進化

を続けている点に着目しています。 

例えば、高齢化や新興国での中間層拡大により、人々のライフスタイルが変化しています。また、人工知能の発展

によって、あらゆる分野で自動化が進展し、小売などのデジタル化が広がっています。さらに近年、脱炭素など、

持続可能な世界に移行しようとする動きも続いています。この「進化する経済」という長期トレンドは、今後も投

資機会を生み出していくと考えています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 5 

 

 
 
 
 
 



  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 7 

  



  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 8 

 
 
 
 
 



  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 9 

 
 
  



  
 

 
アクサ世界株式ファンド（追加型／内外／株式） 情報提供資料 四半期レポート 2024年7月-9月期 

※本資料の「投資リスク」「ファンドの費用」「ご留意事項」を必ずお読みください 
 10 

 
 
本資料で使用している指数について 

S&P500 指数：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス社が算出する米国 500 社の値動きの平均を示す時価総額加重平均型株価指数です。 

Stoxx600 指数：STOXX 社が算出・公表している欧州先進国における株式市場 600 社の値動きの平均を示す時価総額加重平均型株価指数です。 

Topix:株式会社 JPX 総研が算出・公表している日本の株式市場の値動きの平均を示す時価総額加重平均型株価指数です。 

※本資料中の指数等の著作権、知的財産権、その他一切の権利はその発行者に帰属します。 

 

ご留意事項 

●当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として、アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社が作成した資料で

す。ファンドのご購入（追加設定）の際には、販売会社よりお渡しする投資信託説明書(交付目論見書)の内容を必ずご確認のうえ、お客様自身

でご判断ください。 

●当資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成していますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。  

●当資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等は過去のものであり、将来の市場環境・運用成果等を示唆または保証するものではありませ

ん。 

●当資料に記載された市況や運用に関するコメント、運用実績に関するグラフ、数値その他の内容は、作成日現在のものであり将来の動向や

運用成果を保証す るものではなく、また将来事前の予告なく変更されることがあります。  

●投資信託は値動きのある有価証券等（外国証券には為替リスクもあります。）に投資しますのでその値動きに伴い基準価額が変動します。

従って投資元本および運用成果が保証されているものではなく、また投資信託財産に生じた損益 は全て投資家の皆様に帰属します。 そのた

め、市場取引価格または基準価額の下落により、損失が生じることがあります。基準価額の変動要因については、投資信託説明書（交付目論

見書）および当資料の「投資リスク」に係る記載個所もあわせてご確認ください。 

●投資信託は、預貯金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。 

また、販売会社が登録金融機関の場合、投資者保護基金の対象にはなりません。 

●当資料中では四捨五入で処理した数値を用いる場合がありますので、誤差が生じることがあります。 


